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は じ め に 

新しい学習指導要領は小学校においては令和２年度から、中学校においては

令和３年度から実施されています。 

今回の学習指導要領改訂のポイントとして、社会に開かれた教育課程、育成を

目指す資質・能力の明確化、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業

改善、カリキュラムマネジメントの推進などが挙げられますが、特別支援教育に

関する規定も大幅に改善されました。具体的には、特別支援学級等における教育

課程編成の基本的な考え方や、通常の学級においても個に応じた指導を充実さ

せるための教育課程実施上の留意事項などが一体的に分かるよう充実が図られ

ました。また、学習指導要領の各教科等解説においては、障害のある児童生徒へ

の配慮が、それぞれの教科の学習を進めていく上での、想定される「困難さ」「指

導の工夫の意図」「手立て」の３段階で示されるようになりました。 

千葉県教育委員会では、この学習指導要領を踏まえ、障害のある児童生徒等の

学習上の困難さに応じた指導内容や指導方法の考え方、実践が、先生方にとって

分かりやすく、より身近なものになるよう、千葉県版の「学びの困難さに対する

指導の手立て集」を作成しました。 

全ての先生方が適切な指導及び必要な支援を提供することにつながり、障害

のある児童生徒がその能力や可能性を最大限に発揮しつつ、自立と社会参加に

向けて生き生きと活躍できるよう、また、個に応じた教育の更なる充実を図るた

めの一助となればと考えています。 

本冊子が活用され、児童生徒等の十分な学びの保障へとつながることを心か

ら願っています。 

 

 令和４年３月 

                          千葉県教育庁教育振興部特別支援教育課長     

                                                   青木 隆一    

  

 

 

 

本冊子の内容については、千葉県教育委員会（特別支援教育課）の 

ホームページにカラー版にて、掲載する予定です。 

研修等などで、どうぞ御活用ください。  

http://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shien/index.html 
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学習指導要領はこう変わりました！ 
 平成 29 年告示の小学校学習指導要領、中学校学習指導 

要領ともに特別支援教育に関する規定が大幅に改善・充

実されました。本手立て集を参照いただく前の基礎知識

として、学習指導要領改訂のポイントを紹介します。こ

こでは小学校学習指導要領の規定を記載しますが、中学

校学習指導要領も同様です。中学校の先生方は「児童」を

「生徒」と読み替えてください。 

 

【旧学習指導要領（平成 20 年度告示）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現行学習指導要領（平成 29 年度告示）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章総則第４の２の（７） 

障害のある児童などについては，特別支援学校等の助言

又は援助を活用しつつ，例えば指導についての計画又は家

庭や医療，福祉等の業務を行う関係機関と連携した支援の

ための計画を個別に作成することなどにより，個々の児童

の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を計画

的，組織的に行うこと。特に，特別支援学級又は通級によ

る指導については，教師間の連携に努め，効果的な指導を

行うこと。 

全体を通じて、特別支援
教育に係る規定はこれが全
てです。基本的事項が示さ
れていますが、「個別の教育
支援計画」や「個別の指導
計画」といった用語は、使
われていないことが分かり
ます。 

第１章第４の２ 

（１）障害のある児童などへの指導 

ア 障害のある児童などについては，特別支援学校等の助

言又は援助を活用しつつ，個々の児童の障害の状態等に

応じた指導内容や指導方法の工夫を組織的かつ計画的に

行うものとする。 

 

イ 特別支援学級において実施する特別の教育課程につい

ては，次のとおり編成するものとする。 

(ｱ) 障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図

るため，特別支援学校小学部・中学部学習指導要領第７

章に示す自立活動を取り入れること。 

(ｲ) 児童の障害の程度や学級の実態等を考慮の上，各教科

の目標や内容を下学年の教科の目標や内容に替えたり，

各教科を，知的障害者である児童に対する教育を行う特

別支援学校の各教科に替えたりするなどして，実態に応

じた教育課程を編成すること。 

アは、特別支援学校のセ
ンター的機能の活用、指導
内容や指導方法の工夫につ
いて、旧学習指導要領から
引き続き示されています。 

なお「計画的・組織的」
の順が「組織的・計画的」
と変わっています。このこ
とにより、個々の教員では
なく、学校組織として取り
組んでいくことの重要性が
明確になりました。 

イでは、特別支援学級に
おいて実施する特別の教育
課程編成の基本的な考え方
が新たに示されています。  

その際、自立活動を取り
入れるとともに、下学年の
教科や知的障害特別支援学
校の教科に替えるなどの教
育課程編成が可能であるこ
とが明示されました。 

自立活動の詳細について
は、特別支援学校学習指導
要領解説の自立活動編を参
照してください。 

大幅に改善・充実しました！ 
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ここまでは第１章総則で示されている規定ですが、今回の学習指導要領ではさらに第

２章以下の各教科等の「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」の項に、新たに次の規

定が共通的に示されています。 

 

 

 

 

 本手立て集を読み進めるまえに、押さえていただきたいことを解説から引用します。 

 「障害のある児童などには，視覚障害，聴覚障害，知的障害，肢体不自由，病弱・身

体虚弱，言語障害，情緒障害，自閉症，LD（学習障害），ADHD（注意欠陥多動性障害）

などのほか，学習面又は行動面において困難のある児童で発達障害の可能性のある者も

含まれている。このような障害の種類や程度を的確に把握した上で，障害のある児童な

どの「困難さ」に対する「指導上の工夫の意図」を理解し，個に応じた様々な「手立て」

を検討し，指導に当たっていく必要がある。また，このような考え方は学習状況の評価

に当たって児童一人一人の状況をきめ細かに見取っていく際にも参考となる。その際に，

小学校学習指導要領解説の各教科等編のほか，文部科学省が作成する「教育支援資料※」

などを参考にしながら，全ての教師が障害に関する知識や配慮等についての正しい理解

と認識を深め，障害のある児童などに対する組織的な対応ができるようにしていくこと

が重要である。」 

 ※現在は、「障害のある子供の教育支援の手引き」となっています。 

 

ウ 障害のある児童に対して，通級による指導を行い，

特別の教育課程を編成する場合には，特別支援学校小

学部・中学部学習指導要領第７章に示す自立活動の内

容を参考とし，具体的な目標や内容を定め，指導を行

うものとする。その際，効果的な指導が行われるよ

う，各教科等と通級による指導との関連を図るなど，

教師間の連携に努めるものとする。 

 

エ 障害のある児童などについては，家庭，地域及び医

療や福祉，保健，労働等の業務を行う関係機関との連

携を図り，長期的な視点で児童への教育的支援を行う

ために，個別の教育支援計画を作成し活用することに

努めるとともに，各教科等の指導に当たって，個々の

児童の実態を的確に把握し，個別の指導計画を作成し

活用することに努めるものとする。特に，特別支援学

級に在籍する児童や通級による指導を受ける児童につ

いては，個々の児童の実態を的確に把握し，個別の教

育支援計画や個別の指導計画を作成し，効果的に活用

するものとする。 

エでは、「個別の教育支
援計画」及び「個別の指導
計画」の意義や作成と活用
について、新たに示されて
います。 

特別支援学級と通級によ
る指導においては、努力義
務ではなく、作成・活用が
必須となっていることに留
意が必要です。 

第３ 障害のある児童などについては，学習活動を行う

場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工

夫を計画的，組織的に行うこと。 

ここで言う「困難さに応
じた指導内容や指導方法の
工夫」の具体的事例が、本
書で紹介されているという
ことになります。 

ウでは、通級による指導
における教育課程編成の基
本的な考え方が新たに示さ
れています。 

その際、自立活動の内容
を参考とすることが明記さ
れました。教師間の連携の
重要性については、引き続
き示されています。 
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○はじめに 

○学習指導要領はこう変わりました！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

○目  次・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

○手立ての考え方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

○教科・領域別 ＜困難さに応じた手立て＞ 

○編著者 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４６ 

 

も く じ 学びの困難さに対する 

指導の手立て集 

ＮＯ 各教科・領域等 困難さの背景

1 国語 イメージする・想像する／読む・読み取る／話す・聞く／気持ちを表現する／書く（描く）・書きとる

2 算数／数学 イメージする・想像する／見通しをもつ

3 理科 道具を操作する／見る・観察する／見通しをもつ／表現する／感覚が過敏である

4 社会 イメージする・想像する／読む・読み取る／見通しをもつ

5 生活 イメージする・想像する／書く（描く）・書きとる／指示を理解する／話す・聞く／状況を把握する／道具を操作する

6 外国語 聞く（聴く）・聞き取る／読む・読み取る／見通しをもつ／イメージする・想像する

7 図画工作／美術 イメージする・想像する／聞く・聞き取る／道具を操作する

8 音楽 イメージする・想像する／聴く・聴き取る／見る／気持ちを表現する／体の動きを調整する／操作する

9 体育／保健体育 体の動きを調整する／状況を把握する／見通しをもつ／見る・観察する／指示を理解する

10 家庭／技術・家庭 道具を操作する／指示を理解する

11 特別な教科　道徳 イメージする・想像する／読む・読み取る／心情を理解する

12 総合的な学習の時間 見る・観察する／イメージする・想像する

13 特別活動 心情を理解する／話す・聞く／見通しをもつ／イメージする・想像する／気持ちを表現する

14 教室環境を整えよう 状況の把握をする／刺激の調整をする
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＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

文章を読み取ったり、 

要約したりすることが難しい 
文章の内容をイメージできるように 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜手立て＞ 

① 具体的にイメージできるようにする ② ○○○○○○○○○○ 

・話のイメージ（流れ）がつかみやすいように、

ポイントとなる場面のイラスト（挿絵）を追加

する。 

・物語の読み取りにおいては、気持ちを表す言葉

をカードに書いて示す。 

 

 

 

 

 

読む・読み取る 

【困難さの背景】 

 ○○さんは、◆◆なことが苦手かもしれないな。 

【困難さ】 

○○さんは◆◆なことが苦手だから、授業

でこんなことに困っているのではないか

な？このままでは学習が面白くないだろう

し、どうすればいいだろう。 

挿絵 

３ 

挿絵 

２ 

挿絵 

１ 

【指導の工夫の意図】 

○○さんは、こんなことに困っている

のだから、◇◇できるようにしてあげた

い。そうすれば、他の児童生徒たちと同

じように授業に参加でき、教科の目標も

達成できるかもしれない。 

【手立て】 

指導の工夫の意図を踏まえて

○○さんの困難さに対して、こ

んな配慮や工夫をして授業や学

習活動をしてみよう！ 

手 立 方 の 考 え て 

 本紙に例示されている事例は、あくまでも一般的な事例になります。困難さのある全ての児

童生徒に当てはまるものではありません。また、同じ困難さを抱えていても、必ずしも同じ

「手立て」が有効であるとは限りません。目の前にいる児童生徒に合った指導・支援を見つけ

てください。 

ポイント！ 



国語 1 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

物語の中で登場人物の立場で考えたり 
他者の感情を理解したりすることが難しい 

行動や会話文に気持ちが込められていることに
気付くことができるように 

 
 

＜手立て＞ 

気持ちの変化が分かる文章の中のキーワードを示す 

・感情を示すキーワードや表情が書かれたカードを用意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

漢字を覚えることが難しい 
漢字の構成を理解して 

覚えることができるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 漢字を「へん」や「つくり」等に分けて覚える ② 書き順を色で示す 

・「へん」「つくり」、部首等に色分けしたカードを使っ

て組み合わせる。 

・書き順を色で示したカードを使用する。 

 

国語 

イメージする・想像する 

 
肯定的イメージと否定的イメージ等、言葉の性質や役割で色分けして示すとよりイメージしやすい。 

 
「その児童生徒に合った覚え方」を、一緒に考え、試行錯誤することで「覚え方」を 

見つけることができる。 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 



国語 2 

 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

文章を目で追いながら 
音読や黙読をすることが難しい 自分がどこを読むのかが分かるように 

＜手立て＞ 

① 指等で文字をなぞる ② 文字を認識しやすくする ③ 範囲の焦点化をする 

・読み始めの部分に指先などを合

わせる。その後、音読の速度に合

わせて指を動かす。 

・教科書を拡大することで、文字を

大きく、行間を広げる。 

・スリットを活用して視覚に入る

情報を抑制する。 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

文章を読み取ったり 
要約したりすることが難しい 

文章の内容をイメージできるように 

＜手立て＞ 

① 具体的にイメージできるようにする ② 文章の内容のキーワードを明らかにする 

・話のイメージ（流れ）をつかみやすいように、ポイ

ントとなる場面のイラスト（挿絵）を追加する。 

・物語の読み取りにおいては、気持ちを表す言葉を 

カードに書いて示す。 

 

・比喩やイメージを表す言葉は分かりやすいように 

同じ色のカードにして視覚的に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文のまとまりごとのキーワードを付箋に書き出し、 

グループごとに並べ替えをして視覚的に整理する。 

読む・読み取る 

 
学習者用デジタル教科書の

活用も有効な手立ての１つで
ある。 

 
スリットに透明な素材を使

うことで前後の文の関係が捉
えやすくなる。 

挿絵 

３ 

挿絵 

２ 

 
視覚的に示すことで、比喩表現にも着目で

きるようにすることが大切である。 

挿絵 

１ 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 



国語 3 

 

 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
 

 
 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

声の大きさや話す速さなどを 
調整することが難しい 

丁度よい声の大きさと速さがあることに 
気付くことができるように 

＜手立て＞ 

① 手本を示す ② 丁度良い速さのリズムをつかむ ③ ＩＣＴを活用する 

・いろいろな声の大きさを聞き、 

丁度よい声の大きさに気付くよ

うに促す。 

 

・語句の区切りや間の取り方を手拍

子にして伝える。 

・発表を録音し、本人が確認でき

るようにする。 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

声に出して発表することや 
人前で話すことに不安を抱いてしまう 

自分の考えを 
安心して伝えることができるように 

＜手立て＞ 

多様な表現方法を選択することができるようにする 

・ミニホワイトボードに書いて黒板に貼る。 

・プレゼンソフトでスライドに入力し、電子黒板に写す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業者や仲間が聞き取り、その内容を他の児童・生徒に伝える。 

・タブレット端末等に入力した文の読み上げ機能を活用する。 

話す・聞く 

気持ちを表現する 

 
「相手に伝える」「話す
内容を明確にする」等の
目的を意識して取り組む
ことが重要である。 

話す・聞く 

 
本人が取り組むことができる表現方法を選

択し、発表に取り組むという経験を積み重ね
ることで達成感、不安の軽減につながる。 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 



国語 4 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

文章で表現することが難しい 
表現したい内容をイメージしたり 

書く順番を決めたりすることができるように 

＜手立て＞ 

① 多様な表現方法を整理する ② 言葉や短文をメモしたカードを活用する 

・図（表やウェイビングマップ等）やイラストで表現
してから文章にする。 

 

・メモした短冊カードの順番を並び替えながら文章に 
する。 

 
 
 
 
 
 
 
・「伝えたい事」「説明」の２文構成、「伝えたい事」「理
由」「例」「まとめ」の４文構成等のフォーマットを
活用する。 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

鉛筆を正しく持って書くことが難しい 
鉛筆を正しく持ったり、それぞれに適した 
書き方を選んだりすることができるように 

＜手立て＞ 

① 正しく持つことで鉛筆が動きやすくなることに気付くようにする 

・市販の補助具などを活用する。 

・線のなぞりをする。 

・塗り絵を活用する。 
 

② ＩＣＴ機器を活用して文章を書く ③ 書く文字の量を減らす 

・ワープロソフトやプレゼンソフトを活用する。 

 

・ノートに書き記す事柄の軽重が分かるように板書の

文字の色を変える。 

・授業終了後に板書を撮影する。 

・ワークシートを活用する。（板書と形式をそろえ、内

容の軽重に留意して作成し、個別に対応する。） 

書く（描く）・書きとる 

書く（描く）・書きとる 

気持ちを表現する 

 
イラストを動かしながら場面を想像すること

で、事柄の順序に沿って書くことを、より意識
することができる。 

 
正しく鉛筆を持つことで、 

「書きやすい」「上手に鉛筆を
動かすことができる」と実感で
きることが重要である。 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 



算数・数学 1 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

計算手順をイメージできず 
立式することが難しい 

計算の順序や 
数字を書く場所が分かりやすいように 

 

 

＜手立て＞ 

① 視覚的に手順を示す ② 手順が示されたワークシートを活用する 

・公式のカードや手順表を活用する ・計算手順が分かるようなワークシートを用意する。 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

空間図形を立体的にイメージできず 
性質や特徴を理解することが難しい 

空間における直線や平面の位置関係を 
イメージできるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 立体模型で特徴のある部分に触れる 
② 平行な辺や向かい合う面に色などをつけて 

見比べる 

・奥行や角など平面では捉えにくいため、実際に模型

などを提示し、特徴のある部分に触れる。 

・立体で示された図形の辺に色を付けたり、面に数字

を付けたりする。 

 

 

 

算数／数学 

イメージする・想像する 

 

  四則計算の順序や（ ）の特性、公式の特性など

をカード等で視覚的に示す。計算する順序を①、②

等と示すことで計算の手順を捉えることができるよ

うになる。 

 

計算手順が示され、

問題文に書かれた数

字を記入することで

手順が理解しやすく

なる。ワークシート内

のヒントを徐々に減

らしていくことで計

算手順の理解を深め

ることができる。 

 

直接触れることで立体の形を捉えること

ができる。見る角度によって見え方が異なる

ことを理解することができる。 

① 
② 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 
 

記号や場所を示す言

葉での指示では難しい

と考えられるので、色

を付け、視覚的に示し

て見比べることで空間

図形の性質が捉えやす

くなる。 

ポイント！ 

 



算数・数学 2 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

「商」や「等しい」等の言葉の理解が難しい 
言葉の意味について 

具体的なイメージをもてるように 

＜手立て＞ 

① 本人の分かりやすい言葉に置き換える 
② 実際に具体物を操作することで、言葉の意味を 

実感できるようにする 

・普段、生活で活用している言葉を使う。 ・具体物を操作することで「商」や「分数」などの言

葉の意味を実感することができる。 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

筆算式では位を揃えて書くことが苦手で 
正しく計算することが難しい 

計算の順序や数字を書く場所が 
分かりやすくなるように 

＜手立て＞ 

① マス目のあるノートを使用する 
② 筆算の順序を数字と枠で図示したカードを 

活用する 

・マス目のあるノートを使い、計算の順序や位取りを

確認しながら計算に取り組むようにする。 

・立式や計算の順序のポイントが書かれた手順カード

を活用する。 

イメージする・想像する 

 

聞き慣れない言葉の概念形成は難しいことが

考えられるので、「等しい」は「おなじ」、「商」は

「分ける、分けられる数」など生活で活用してい

る言葉を使うことで取り組みやすくなる。 

 

文章題を読んで立式したり、答えをイメージした

りすることが苦手であると考えられる。 

身近なものを実際に人数で分けたり、切ったりす

ることでイメージしやすくなる。 

 

 

マス目の無い紙で問題を解くと順序が分かり

にくく、筆算等の位取りが難しい。マス目のある

ノートを使用することで計算の順序や位取りの

理解を深めることができる。 

計算の順序が分からな

い場合には、立式や計算

の順序のポイントが書か

れたカードを提示する。

自分で確認しながら問題

を解くことができ、計算

のルールなどの理解を深

めることができる。 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

 

ポイント！ 

 
ポイント！ 

 

書く・書きとる 



理科 1 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

危険を伴う学習活動において 
自ら危険に気付くことが難しい 

危険なことを知り安全に実験を行えるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 教師が確実に様子を把握できる場所で活動できる

ようにする 

② 薬品の扱い方について、危険な薬品の種類や 

何をすると危険なのかを事前に知らせる 

 ・燃焼実験や薬品を使う実験、先のとがったものを扱

う実験などでは、図や写真で注意すべき点を書き表

したプリントを用意し、机上に掲示しておく。 

・「危険」「注意」など分かりやすく薬品に表示する。 

・正しい扱い方を

〇、間違った扱

い方を×で示し

た表にまとめて

掲示する。 

 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

実験の結果を予想することが難しい 実験の結果を具体的にイメージできるように 

 
 

＜手立て＞ 

視覚からイメージをもちやすくする 

・予想される結果を写真やイラストで数パターン用意し、イメージできるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科 

道具を操作する 

手であおいでかぐ 鼻を近づけない 

においを かぐ方

 
教師が声を掛け

やすく、視覚に入
る位置に座席を設
定する。 

 

ポイント！ 

 



理科 2 

 

 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

自然の事物・現象を観察することが難しい 
視覚的な手立てを用意し 

観察に取り組みやすいように 

 
 

＜手立て＞ 

観察するポイントを示したり、ＩＣＴ教材を活用したりする 

・観察ポイントを示したチェックシートを準備して、観察を終えた項目をチェックするようにする。 

・観察するポイントを絞り、集中力が低下しないようにする。 

・タブレット端末等を使い、写真を自由に拡大したり角度を変えたりして観察できるようにする。 

・タブレット端末等で撮影して動画を活用し、一時停止をしながら観察できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

リトマス紙やＢＴＢ溶液の色の変化を 
認識することが難しい 

リトマス紙やＢＴＢ溶液の色の変化が 
より分かりやすいように 

 
 

＜手立て＞ 

 色彩を視覚で認識しづらい試薬の変化では、文字を補足して認識できるようにする 

・色の部分に文字を補足した図や写真カードを提示する。 

・色の変化を捉えやすい背景を用意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見る・観察する 
 

 観察すること 観察したら〇をつけます 

見る・観察する 

 観察すること 観察したら〇をつけます 

１ 咲いている場所 〇 

２ 場所の日当たり 〇 

３ 花の色  

４ 花の大きさ  

５ 葉の形  

６ ・・・・  

 

酸性 

青 色
あおいろ

リトマス紙 

赤
あか

 

アルカリ性 

青
あお

 

赤 色
あかいろ

リトマス紙 

酸性 

ＢＴＢ溶液 

中性 アルカリ性 

緑 色

みどりいろ

 青 色
あおいろ

 

 
液体の色や児童生徒の見え方（本人と確認）に 

応じて、捉えやすい背景色を用意する。 

黄色
きいろ

 

ポイント！ 

 



理科 3 

 

 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 
実験の手順や方法が分からず 

学習活動に参加することが難しい 
実験の手順や方法が分かり 
見通しがもてるように 

 

＜手立て＞ 

① 実験の目的を明示する 
② 活動の流れや実験の手順が分かるプリントを手元

に置く 

・実験の目的を明示したプリントを配付し、教師と一

緒に確認する。 

 

・実験の方法や手順を示した文章や写真、イラスト等
を掲示する。 

・プレゼンソフトを活用し、今、取り組むことをスラ
イドで示す。 

 

 

 

 

 

 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

器具の片付けを自主的に行うことが難しい 
器具の置き場所を知り 

自分から片付けられるように 
 

＜手立て＞ 

実験器具の置き場所を分かりやすくする 

・道具の置き方が分かるように写真やイラスト等で示す。 

・事前に（片付けの）役割分担をしておく。 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

項目や数値に注目して 
実験結果をまとめることが難しい 

項目ごとに実験結果を 
まとめることができるように 

 

＜手立て＞ 

実験結果を視覚的に示す 

・表にまとめた数値を、棒グラフ等のグラフにすることで視覚的に捉えることができるようにする。 
・表計算ソフトを活用してグラフ等で表現する。 

 

 

 

  

 
ラベルには、器具の名称だけ 

でなく、写真やイラストを付 
けると分かりやすい。 

見通しをもつ 

表現する 

 
手順表は一枚で全体を示す方法

と一枚に一つの手順を示す方法が
ある。児童生徒の実態に応じて用意
すると良い。 

＜目的＞葉に日光が当たると、でんぶんができるのか？ 

＜方法＞〇日光に当てた葉と、日光に当てない葉を比べる 

    ○でんぷんができているか、ヨウ素液で調べる 

 

 

 

 

日光に当てた葉 

日光に当てない葉 

 
数値とグラフを同じ色で対応させる

と、より捉えやすくなる。 
 

温度 0 10 20 30

溶ける容量 5 13 24 39

温度と溶ける容量

溶
け
る
質
量
（
ℊ
） 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 



理科 4 

 

 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

水素の燃焼や記録タイマーの使用等、 
音を伴う実験に取り組むことが難しい 

実験で発生する音について知り 
実験の操作やノートの記述に集中できるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 事前に、発生する音がどのような音なのかを 

本人に伝える 
② 本人の耳に入る音を物理的に軽減する 

・事前に、実験で音が鳴る部分を個別に見せ、予めど

のような音が出るかを体験しておく。 

 

 

 

・イヤーマフ（周囲からも目立たない）などの使用を

促す。 

 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

応用実験や応用工作で、一人で道具の 
操作をしたり実験をしたりすることが難しい 

操作及び工作等の技能面での 
補助がしやすいように 

 
 

＜手立て＞ 

ペアもしくは少人数の設定により協力や教え合いができる体制を作る 

・グループの人数設定の工夫をし、ペアやグループで分担しながら一つの実験ができるようにする。 

・相手がいなければ成り立たない実験場面の設定（協力や話し合いが必然的に成立する）等の配慮をする。 

 

 

 

 

 

 

感覚が過敏である 

例）水素の発生と確認 

  
耳栓やノイズキャンセル機能のあるヘッドホ

ン等もある。本人の感覚や周囲の視線に対する
本人や保護者の気持ちを確認して使用する。 

道具を操作する 

電流計担当 

スイッチ担当 

電圧器担当 

 
最初から大き

な音ではなく始
めは小さな音で。
徐々に大きな音
に慣れるように
することも大切。 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 



社会 1 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

学習課題の解決に必要な資料を 
自分で探して活用することが難しい 

社会的事象等を読み取りやすいように 

 
 

＜手立て＞ 

① 実物、動画、写真など視覚的に示す ② フォーマットを活用する 

・実物を示したり、動画や画像を通して課題を説明し

たりする。 

・ワークシートを通じて学習課題に気付き、主体的に

取り組めるようにする。 

 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

取り扱う社会的事象のイメージがわかず 
言葉の意味を理解することが難しい 

社会的事象の意味を理解しやすいように 

 
 

＜手立て＞ 

① 社会の営みと身近な生活のつながりを意識できる
ような実際的な体験を取り入れる 

② 理解できる言葉に置き換えて視覚的に提示する 

・身近な話題を用いて実際的な体験を取り入れる。 ・既習の内容を基に説明を行い、同時にその語句をイ

メージできるようにする。 

伝
え
た
い
こ
と 

理
由 

 
 

例 

 
 

ま
と
め 

社会 

イメージする・想像する 

 

文字や漢字から社会的事象等をイメージする

ことが難しい場合には、実物を示したり、動画を

通して課題を説明したりすることで学習上の課

題に取り組みやすくすることができる。 

課題に対する解
答をまとめる際に
は「伝えたいこと」
と「説明」の２段階
構成や「伝えたいこ
と」「理由」「例」「ま
とめ」の４段階構成
等のフォーマット
のワークシートを
活用する。 

 

国会や裁判などの社会的な事象等の理解が難

しい場合には、体験を取り入れることでイメージ

をもつことができる。様々な立場を体験すること

で社会の成り立ちを考えることにもつながる。 

 

新出の語句の理解が

難しい場合には、既習

の内容を基に説明を行

い、同時にその語句を

イメージできるような

写真等を示すことで理

解を深めることができ

る。 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 ポイント！ 

 



社会 2 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

地図等の資料から必要な情報を 
見つけ出すことや、読み取ることが難しい 

情報を視覚的に整理できるように 

＜手立て＞ 

① 掲載されている情報を精選化する ② ＩＣＴ機器等を活用して必要な情報を強調する 

・必要な情報のみを精選して伝える。 ・タブレット等のＩＣＴ機器を活用し、必要な情報だ

けを強調する。 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

問題解決の方法を考えることが難しい 問題となっている事象を整理できるように 

＜手立て＞ 

① ワークシートを用いて事象を整理する 
② 事実をカード等に整理して示し、学習順序を考え

られるようにする 

・ワークシートを用意し、考えを導き出せるような順

序を示す 

  

 

読む・読み取る 

見通しをもつ 

 

情報量が多いと必

要な情報を見つける

ことが難しいため、色

分けしたり、必要のな

い情報を省いたりし

ながら情報を精選す

ることで情報を読み

取りやすくする。 

タブレット等を活用

し、必要な情報だけを

拡大して強調したり、

二つの情報を同時に見

比べたりすることで理

解を深めることができ

る。 

 

事実と自分の考え

を整理して考えるこ

とが難しい場合には、

ワークシートを活用

し、事象を整理できる

ようにすることで主

体的に取り組むこと

ができる。 

ポイント！ 

グループ学習では、ＫＪ法を用いてカードに書き

込んで情報を出し合って情報を整理する。他者の意

見も参考にしながら解決方法を見い出すことで理

解を深めることができる。 

ポイント！ 

 
ポイント！ 

 

ポイント！ 

 



生活 1 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

学習の振り返りの場面において 
学習内容を想起することが難しい 

体験した事・学習したこと等を 
思い出すことができるように 

 
 

＜手立て＞ 

学習経過が分かる文章や写真、イラスト等を活用する 

・学習経過の分かる掲示物やイラスト、写真等を教室内に掲示しておく。 
・学習の振り返り場面で、これまでの学習の様子を撮影した動画を 
見るようにする。 

・写真やイラストは黒板に貼るとともに、縮小して机上で 
並び替えられるようにする。 
 
 
 
 

 
 
 
・学習過程での発言を短冊や付箋に記入して、まとめに活用する。 

 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

体験学習の活動の見通しをもつことが難しく 
参加することに不安がある 

体験学習の流れや訪問場所、活動内容等、 
学習活動の見通しをもつことができるように 

 
 

＜手立て＞ 

写真や動画等の資料を提示して、イメージをもてるようにする 

・事前に訪問予定地の写真や動画を確認する。 

・予定時刻や活動内容を記したスケジュール表を作成し、 

その場所での活動の見通しがもてるようにする。                  

生活 

イメージする・想像する 

 
絵や写真・動画等、視覚的教材

を用いると想起しやすくする。 
 
 
 
 

 
黒板に書かれた文字だと、分かりにくかったり、 

注目しにくかったりする児童生徒もいる。 
その場合は、手元で操作できる方が、より分か 

りやすい。  
場面や意見等 

によって、色を 
分けると、より 
分かりやすい。 
 
 
 
 

 
学習活動の代替を安易に行うことがないように

留意する。 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 



生活 2 

 

 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

自分の経験を文章にしたり 
考えをまとめたりすることが難しい 

どのように考えればよいのか、 
具体的なイメージを想起できるように 

 
 

＜手立て＞ 

考える項目や順序を示したプリントを準備したり、事前に考えたことを言葉や動作で表現したりしてから 

文章に書くようにする 

・「伝えたいこと」と「説明」の２段階構成や、「伝えたいこと」「理由」「例」「まとめ」の４段階構成等の 

フォーマットを活用する。 

 
 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

言葉での説明や指示だけでは 
安全に気を付けることが難しい 

説明や指示の意味を理解し 
なぜ危険なのかをイメージできるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 体験的な事前学習を行うなどの配慮をする。 

② 具体物や写真、イラスト、映像等を活用したり、教師が児童の近くで演示したりして、説明する。 

・事前に、安全に気を付けなければいけない場面の絵や写真を確認する。 

・校外での活動の前に、写真や動画を活用しながら 

 教室や廊下を道路に見立てて、道路の歩き方など 

 について事前に学習をする。 

・事前に危険が予測される物の扱い方について、 

 動画等で確認したり、教師と一緒に練習したりする。 

イメージする・想像する 書く・書きとる 

伝
え
た
い
こ
と 

理
由 

 
 

例 

 
 

ま
と
め 

イメージする・想像する 指示を理解する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

絵や写真・動画等、視覚的教材を用いると 
具体的にイメージしやすい。 

 

 
作文や文章を書くことに苦手意

識ある児童生徒が、「フォーマッ
トに沿って書いたら、簡単に文章
にすることができた！」と、良い
イメージをもち、次への学習意欲
に繋がるようにする。 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 



生活 3 

 

 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

自分の考えをまとめて発表することが難しい 発表することの負担を軽減できるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 絵カードやメモ、タブレット端末等、話し言葉を補うための手段を用意したり、教師が側で言葉を補った

りする 

・前に出ることが難しい場合は、自席で発表したり、教師が側で言葉を補ったりする。 
・聞き手に分かるように、絵カードに吹き出しや簡単なセリフを書き込んで発表できるようにする。 
・タブレット端末やコミュニケーションボード等を活用して、 
話し言葉を補うようにする。 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

声の大きさや速さなどを 
調整することが難しい 

丁度よい声の大きさと速さがあることに 
気付くことができるように 

 

＜手立て＞ 

記録機器を活用する 

・見学の様子やインタビュー、発表の様子等をビデオ撮影したり、 

録音したりする。 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

長い時間集中し続けることが難しい 学習の流れや自分の取り組む内容が分かるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 刺激を整理する ② 学習の手順を示す 

・他のページを開かないように

する。 

・刺激になるものを片付ける。 

・単元や本時の活動計画を掲示し 

活動のゴールを提示する。 

・グループ活動用のシートを準備 

 し役割分担や具体的な活動 

（いつまでに何をするのか） 

を書くようにする。また、 

シートを常に確認できるようにする。 

話す・聞く 

 
あらかじめ発表内容を 

書いておくことで、 
本人も発表しやすく、 
聞き手にも伝わりやす 
くなる。 
 
 
 
 
 
 

  
 
実態に合ったアプリ 

ケーションやコミュニ 
ケーションボードを 
活用する。 
 
 
 
 
 
 

 

 
自分で丁度良い声の大きさに気

付いたり、声の大きさや速さをコ
ントロールしようと意識したりす
ることが大切である。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
簡潔に分か

りすい言葉や
絵や写真等で
示す。 

ポイント！ 

 
ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

 



生活 4 

 

 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

学校生活に関係する人々や校舎の様子について
理解することが難しい 

教職員や地域の人々の存在に気付き、 
そうした人々の役割、特別教室等の位置や 
使い方を理解することができるように 

 
 

＜手立て＞ 

① イラストや写真等、理解を助ける視覚的な資料を

用意する 

② 教職員や学校生活を支える地域の人々と交流する

機会を設ける 

・写真を活用する。 

・作成した関係図等を、年間を通して掲示する。 

 

 

・見学で見つけたものを写真に撮り、学習活動に使う。 

・学校探検、学区探検で出会った人々にインタビュー

をする機会を設ける。 

・人の顔や働きの様子が分かる写真の入った関係図等

を活用する。 

 

 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

みんなで使う物等を大切に扱うことが難しい 
大切に扱うことの意義や 

他者の思いを理解できるように 

 
 

＜手立て＞ 

学習場面に即して、児童の生活経験等も踏まえながら具体的に伝える 

・教科書巻末に掲載されている工作等をする際の手順や工夫に関するページを活用し、用具等の扱い方を確認
する。 

・道具を正しく安全に使っている児童を褒め、その児童をモデルとして、学級全体で正しく使おうとする意識
を高めるとともに、正しく使用しなければならない理由を具体的に考える場面を設定する。 

・道具、用具等の扱い方についての動画を見るようにする。 
・作ったおもちゃ等で遊ぶ際は、遊び方や気を付ける点などを動画や写真で確認する。 
・道具、用具等の片付け方を写真やイラスト等で具体的に示す。 

 

 

 

 

 

 

状況を把握する 

 
校舎配置図に、関係 

する教職員の写真と名 
前を書いて掲示すると、 
関連付けて覚えること 
ができる。 ○○先生 

道具を操作する 

 
写真や動画を活用して、具体的、 

視覚的に分かりやすいようにする 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 



外国語 1 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

音声を聞き取ることが苦手で 
英単語を聞き分けることが難しい 

聞き取る音声を予想しておけるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 英単語や英文をイラストと共に提示する ② 英単語の読み方をカタカナで表記する 

・イラストや写真で、聞き取る内容を大まかに伝えて

おくことで、聞き取るべき内容をイメージできるよ

うにする。 

 

 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

英単語を１語ずつ捉えられず 
英文を読み取ることが難しい 

単語のまとまりや文の構成を 
捉えやすくするように 

 
 

＜手立て＞ 

提示の仕方を工夫する 

・それぞれの語句をカードで分けたり、色分けしたりすることで文の構成を捉えやすくする。 
 

外国語 

聞く（聴く）・聞き取る 

イラストを示す

ことで聞き取る単

語をイメージする

ことができ、音声の

聞き取りを補助す

ることができる。 

 

初めて聞く言葉に対して理解することが難し

い場合には、カタカナで示すことで音声を文字

から理解することにつながり、理解を深めるこ

とができる。 

アップル 

オレンジ 

読む・読み取る 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

Ｉ have 

ａ book 

 

一文で示すとそれぞれの語句への意識付けが難

しいので、それぞれの語句をカードで分ける。ま

た、色分けしたりすることも有効で、視覚的に文

の構成を捉えやすくなる。 

ポイント！ 

 



外国語 2 

 

 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 
英文での質問に対する解答を 
自分で考えることが難しい 

解答する手掛かりをもてるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 質問を平易な語や表現に言い換える 
② 解答する際、ヒントとなる情報を提示し、選択す

ることができるようにする 

・理解できる語句や表現に言い換えることで、質問を

イメージして解答について考えることができるよ

うにする。 

  

・解答のヒントになるような選択肢を用意して、選択

することで解答することができるようにする。 

 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

外国語と日本語の語順の違いを 
理解することが難しい 

外国語と日本語の語順に 
違いがあることに気付くように 

 
 

＜手立て＞ 

カードなどを活用し、順序の違いを視覚的に示す 

・文を語（句）単位で分解し、それぞれの日本語の意味を書いたカードを作成し語（句）の下に対応する日本

のカードを並べるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

見通しをもつ 

 

質問は理解しているが、解答する内容やその語

句がイメージできない場合には、選択肢を用意す

ることで自信をもって解答することができる。 

 

 

質問されている事柄が

わからない場合には、簡単

な言葉で言い換えること

で、質問をイメージするこ

とができるようになる。 

選択肢 

イメージする・想像する 

 

外国語で書かれた文章と日本語で書かれ

た文章をそれぞれ提示し、文章中の語句を

分解し、意味していることを色分けするこ

とで語順の理解を深めることができる。主

語や述語など語句の持つ文章中の役割を示

すことで、外国語の文章の構成について考

えることができる。 

Ｉ 

  

ｄ

ｏ

ｇ 

like 

  

ｄｏ

ｇ 

私は 

  

ｄｏ

ｇ 

犬が 

  

ｄｏ

ｇ 

好きです 

  

ｄｏｇ dogs 

  

ｄｏｇ 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 



図画工作・美術 1 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

自分の表現の意図に対し 
材料の使い方をイメージすることが難しい 

材料の特徴、形や色の違いに気付き 
具体的に想像できるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 材料の特徴や違いに気付くことができるようにする 

・特徴が分かりやすいものを例示し、材料や用具を用意し、提示する種類や数を絞る 

＜手立て＞ 

② 材料の加工の仕方を視覚的に示す 

・使用する材料や用具の用途などを図や写真・動画で示し、その中から選択できるようにする。 

 

図画工作／美術 

イメージする・想像する 

 

材料の種類を限定することで、材料

を切ったり曲げたりしたときの形や

長さ、太さなどに気付きやすくする。

直接、材料に触れて、比較することで

イメージしやすくなる。 

「○、△、□」などの形、柔らか
い、硬いなどの感触等、違いがはっき
りと分かるものを準備し、比較するこ
とで特徴に気付きやすくなる。 

ポイント①！ 

 

ポイント②！ 

 

 
全体に示した方がよいものと、一

部の児童生徒のみに示した方がよい
ものを見極め、ヒントコーナーを準
備し、必要になった児童生徒がいつ
でも見られるようにするなどの工夫
をする。 

ポイント！ 

 



図画工作・美術 2 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

表現したいことを見つけることが難しい 
材料の特徴や形、色等の違いに気づき 

表現方法のイメージをもつことができるように 
 
 

＜手立て＞ 

① 材料に触れ体の感覚を通して実感の伴う活動を設定する 

・材料を、並べる、つるす、切る、形を変えるなど、材料に直接触れる活動を行う。 

・絵の具と水と筆など、材料・用具を使って自由に描く活動を取り入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

見えにくさから制作の流れや 
道具の使い方を理解することが難しい 

聴覚情報を活用し、制作の流れや 
道具の使い方が分かるように 

 
 

＜手立て＞ 

視覚的な情報を減らし言葉での伝え方を工夫する 

・使い方を伝えるときには、擬音を使用して身近なものに例えるなど、伝え方を工夫する。 

 

 
 直接、指に絵の具をつけて混ぜたり描
いたりするなどの活動を行うことで、発
想を広げるきっかけとなる。 

ポイント！ 

 

イメージする・想像する 

見る・観察する 指示を理解する 

 
「カッターはカチッ、スーッ」など、擬
音を取り入れた伝え方や、「ローラーは
行きが車、帰りは飛行機」等と説明する
と、動かし方をイメージしやすくなる。 

ポイント！ 

 



図画工作・美術 3 

 

 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

聞こえにくさから制作の流れや 
道具の使い方の説明を理解することが難しい 

視覚情報を活用し、制作の流れや 
道具の使い方が分かるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 制作の流れや道具の使い方を写真やイラストで示し、いつでも確認できるよう掲示する 

 

 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

はさみやのりを適切に扱うことが難しい 
使いやすい道具を使用し、はさみで切ったり 
糊で貼ったりするところが分かりやすいように 

 
 

＜手立て＞ 

補助線や目印を加えたり、使いやすい道具を準備し活用したりする 

 

道具を操作する 

イラストや写真 

 
切る線がはさみの刃先で隠れてしまわ

ないよう、油性ペン等で太くする。 

 
のりを塗った場所が分かるよう、色

のついたのりを活用する。また、弱い
力でも扱える特殊なはさみや補助具を
活用することも有効である。 

イラストや写真 

 
下書き、板に写す、糸のこぎりで切り

抜く、組み立てる等、制作の流れを写真
やイラスト、短文で壁面に掲示する。 

 
カッターの使い方について教師が模

範を示しながら指導した後、そのポイン
トを写真やイラスト等でまとめたもの
を掲示する。 
 

 
特に安全面に関する内容は常に意識

できるよう文字等で示す。 
 

聞く・聞き取る 

 
のりをつける部分が分かるように鉛

筆等で印をつけておく。 

ポイント①！ 

 

ポイント②！ 

 

ポイント③！ 

 

ポイント①！ 

 

ポイント②！ 

 

ポイント③！ 

 



音楽 1 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

旋律やリズムをイメージして 
正しく演奏することが難しい 

音や演奏手順がイメージできるように 

 

 

＜手立て＞ 

① 旋律やリズムをイメージしや

すくする 

② 演奏の手順をイメージしやすく

する 

③ 本人に合った演奏パートを設

定する 

・リズムを、馴染みのある言葉に置

き換えて伝え、一緒に確認する。 

・旋律の音の動きをジェスチャー

で表現して伝え、一緒に確認す

る。 

・旋律やリズムを図示して提示し、

視覚的に伝える。 

・モデルとなる友達とグループで

一緒に練習をするようにする。 

・演奏したり止めたりするタイミン

グに合わせて合図をする。 

・楽器や鍵盤に番号シール等を貼

り、演奏する順序が分かるように

する。 

・楽器を演奏する順番に、音の長さ

に応じた間隔で並べる。 

・手本となる演奏の動画や、演奏手

順を示したアニメーションを、電

子黒板やタブレット端末等で再生

して伝える。必要に応じて、スロ

ー再生や分割再生をする。 

・不協和音になりにくい音や、シ

ンプルなリズムのパートを設定

する。 

・即興的な演奏パートを設定した

合奏を構成し、演奏の自由度を

高める。 

 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

苦手な音があり学習に集中することが難しい 苦手な音刺激を緩和できるように 

 

 

＜手立て＞ 

① 音から距離をとる ② 音量を緩和する ③ 室内の音環境を整える 

・スピーカーから離れた座席にす 

る。 

 

 

 

・合奏の際には、苦手な楽器から離

れた位置で演奏する。 

・必要に応じてイヤーマフや耳栓、

デジタル耳栓等を着用する。 

・机や椅子の脚にテニスボール等

を付ける。 

・スピーカーやマイク等の電子機

器のノイズを調整する。 

音楽 

イメージする・想像する 

感覚が過敏である 

 

うまくできない経験を重

ねると、表現することを恐れ

るようになってしまうこと

がある。 

成功体験を重ねて、「表現

すること」に意欲的に取り組

めるようにする。 

 

ポイント！ 

 



音楽 2 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

音符の種類や高さ、音符記号等を 
見分けることが難しい 

視覚的に情報を整理し、音符の種類や高さや 
音符記号の違いを見分けやすくなるように 

＜手立て＞ 

① 拡大する ② 見分けやすい方法で示す 
③ 視覚的な環境を 

整える 

・楽譜を拡大印刷し

て提示する。 

・タブレット端末や

電子黒板を用い、

注目する箇所を拡

大して提示する。 

・注目する記号に色を付けたり、色枠を付けたりする。 

・五線譜の代わりに、フィギャーノート等の、色や形で音を表

した楽譜を使用する。 

・室内の掲示物や板

書を整理し、注目す

る楽譜等を焦点化

する。 

・明るさや光の当た

り方に配慮し、手元

や板書が見やすい

座席にする。 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

音楽のイメージや感情を 
言語化して表現することが難しい 

ヒントをもとに言語で表現できるように 
言語以外の手段で表現できるように 

＜手立て＞ 

① 言語のヒントを与える ② 言語以外の手段で表現できるようにする 

・様々な形容詞や、「音楽の感じを表す

言葉」をまとめたヒントカードを 

掲示したり手元に置いたりする。 

・その音楽の特徴的な「音楽を形作っ

ている要素」を視覚化して伝え、  

特徴的なフレーズに限定して表現  

できるようにする。 

・感情を表す表情のイラスト      

を選択して表現できるよう   

にする。 

・「気持ちの尺度」「雰囲気    

メーター」等の教材を用意 

し、気持ちや雰囲気の動き 

（移り変わり）を示すこと 

で表現できるようにする。 

・「好きだと思ったところ」 

「怖い感じがしたところ」等の着眼点を提

示し、音楽のどの部分でそう感じたかを表

現できるようにする。 

見る 

気持ちを表現する 
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＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

音色や音量に適した力加減や 
息遣いを調整して演奏することが難しい 

音色や音量に適した力加減や 
息遣いの調整の仕方が具体的に分かるように 

＜手立て＞ 

① 分かりやすく比較し

て伝える 

② イメージを具体化し

て伝える 

③ 調整方法を具体的に

伝える 
④ 楽器を調整する 

・音色や音量の違いを極

端に表現して演奏して

みせ、違いに気付くよ

うにする。 

・音色や音量の違いを極

端に表現するように促

し、体の使い方の違い

を、体感できるように

する。 

・「ろうそくの火を吹き消

す」「シャボン玉をふく

らませる」等、息遣いの

イメージを伝え、一緒

に確認する。 

・腕や指等を動かす幅や

方向を具体的に伝える

ようにする。 

・吹き戻しや吹きコマ、水

に浮かべた船、ストロ

ーと水等を使い、息で

操作する体験を通して

息遣いを体感できるよ

うにする。 

・打楽器の一部に布を付

ける等の方法で、音量

を調節する。 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

複雑な動作を要する演奏をすることが難しい 
動さの補助、楽器の工夫等により 

本人に適した動作で取り組めるように 

＜手立て＞ 

① 本人に合った動作にする 
② 動作の補助をしたり 

 手がかりを与えたりする 

③ 楽器を工夫して正しい音

が出るようにする 

・楽器を固定し、手で支えな  

くても演奏できるようにす  

る。また、動きやすい姿勢 

で演奏できるようする。 

 

・ハンドベルや卓上ベル、   

トーンチャイム等を、音階  

の順番でなく、演奏する順  

番に並べる。 

 

・一つの音しか出ない楽器  

を複数並べて鍵盤の間隔 

を広げ、演奏しやすくする。 

（例：鉄琴→音積み木） 

 

・リコーダーの穴に、穴のあい

た立体的なシールを貼る。 

＊魚の目パッド等 

・太鼓の面のバチを当てる部位

に印を付ける。 

・演奏に不要な鍵盤をシートで

隠す。 

・木琴や鉄琴の音板を外し、演

奏で必要な音だけを並べる。 

・リコーダーの穴をテープで

塞ぎ、指で押さえない場合で

も決まった音が出るように

する。 

・不協和音になりにくい音や、

即興的なリズムのパートを

設定し、演奏の自由度を高め

るようにする。 

体の動きを調整する 

操作する 
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＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

音や相手に合わせて 
身体を動かすことが難しい 

バランス感覚を高めることができるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 線に沿って歩く ② 補強運動で片足立ちに取り組む 

・線に沿って歩く練習をすることで、動きの調整力を

向上させることができる。 

・片足立ちの運動を通して、身体の傾きに気付いたり、

調整したりすることができる。 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

複雑な動きをすることが難しい 動きを細分化して理解できるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 遊びの中で複雑な動きに取り組む ② 写真や動画を用いて手本と自己の動きを比較する 

・登る、掴む、くぐるなどの動きを意識的に取り入れ、

楽しみながら取り組むようにする。 

・タブレット端末を使って自分の動きを確認して、手

本との違いを確認する。 

・指導者は違いについて比較できるように提示する。 

体育／保健体育 

体の動きを調整する 

 
 転倒の原因の１つとして、視線の先に意識が向
くことが考えられる。意識を身体に向けることが
大切。 

 

体幹を意識するこ

ともでき、バランス

感覚を高めることが

期待できる。 

 
遊具で遊ぶときには自然と複雑な動きが必

要となり、体育的な動きにつながることが期

待できる。 
 
意識する部位を視

覚的に確認ができる
ようにする。 
継続的に画像や動

画を撮影することで
動きの変容を確認す
ることにもなる。 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 
ポイント！ 
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＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

まひ等により身体を動かすことが難しい 
本人ができる動きを生かし 

少しでも活動に取り組めるように 
 
 

＜手立て＞ 

① 用具やルールを変更する ② 準備運動や補強運動に取り組み機能の向上を図る 

・本人ができる動きを生かして、仲間と積極的に活動

できるように用具やルールを調整する。 

・個別に指導する時間を設け機能が改善するための学

習に取り組む。 

 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

力を調整することが難しい 力加減の調整ができるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 力の入れ方を数値化する ② 動画を用いて視覚化する 

・自身の最大の力を１０、脱力を０と数値化し、適切

な力加減を数値で表して伝える。 

・自身の動きと適切な力加減で取組んでいる仲間の動

きについて動画を用いて比較する。 

コートの大きさ
を小さくして動く
範囲を狭くしたり、
ボールを大きくし
て扱いやすくした
りすることでも参
加しやすくなる。 

 
機能が改善するための学習に取り組むことで、

動きの制限を緩和することができる。身近なもの

を活用し、一人でできることもあるので、意識し

て取り組めるように声をかけることが大切であ

る。また、家庭に協力を得ることも重要である。 

仲間の動きと見比べ

ることで、適切な動き

につながる。 

定期的に動画で確認

し、自分でも変容を理

解できるようにすると

主体的に取り組むこと

ができる。 

強すぎる場合に

は、「８から５にし

よう」などと数値

で伝えることで理

解しやすくなる。 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 
ポイント！ 
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＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

タイミングを合わせることが難しい 
言語情報の活用、適切な補助により 

「タイミングが合った」 
という経験ができるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 言語情報に置き換える ② 動かす体の部位に触れて意識できるようにする 

・タイミングを合わせることができるように、カウン

トしたり動かす方向を言葉で示したりして伝える。 

・教師が直接、児童生徒の体に触れることで、動かす

べき部位やタイミングを理解できるようにする。 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

他者の身体に触れることが苦手で 
身体接触を伴う活動に不安を感じてしまう 

身体接触に対する不安を 
取り除くことができるように 

 
 

＜手立て＞ 

① ロープ等を用いて距離を一定に保つ ② 学習内容を調整する 

・ロープやフラフープなどを活用し、一定の距離感を

保ちながら学習に取り組むようにする。 

・学習内容に折り合いをつけることができるように代

替案等を提示して、本人と一緒に調整する。 

体の動きを調整する 

 
動作によっては力を入れたり、緩めたりするこ

とがあるので、その関連する部位に触れて力を入

れたり、緩めたりする感覚を確認するようにする。 

 
直接触れ合わ

ないため、安心し

て活動に取り組

むことができる。 

 
タオル等を使うことで、ペアでス

トレッチすることもできる。 

活動によっては、

手袋を使用したり、

担任とペアを組んだ

りすることなども想

定される。 

 
できるだけ短

い言葉で伝える

と理解しやすい。

「１，２の３」や

「右」、「左」など

動作と言葉が繋

がるようにする。 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

ポイント①！ 

 

ポイント②！ 

 

ポイント！ 
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＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

初めての活動への対応が難しい 
初めての活動に対する心理面の不安を 

取り除くことができるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 挑戦することを認め合う雰囲気を作る ② 場面設定を簡略化する 

・仲間同士の関係の中で不安を取り除くことができる

ようにする。 

・経験したことや見通しがもてる活動を取り入れるこ

とで、安心して参加することができる。 

 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

慣れない環境での学習が難しい 
慣れない環境に対する心理的な不安を 

取り除くことができるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 見通しがもてるように情報を示す ② 段階的に環境に慣れる 

・慣れない環境での学習が予想される前には、動画や

写真を用いてその環境や活動内容を示す。 

・本人に学習内容を提示し、できそうなところから段

階的に取組み環境に慣れていくようにする。 

・はじめから、全ての学習活動に参加することは難し

いので少しずつ活動量を増やしていくようにする。 

状況を把握する 

 
失敗を肯定的に捉えることができるよう、挑

戦したことや努力してきたことを評価し合える

雰囲気を作ることで、心理面の負担を軽減する。 

ルールや学習活

動を簡略化し、本人

にとって分かりや

すい活動にするこ

とで、心理面の負担

が軽減される。 
 
想定される状況の変

化やトラブルについて

は、見通しがもてるよ

う、あらかじめ情報を伝

達していくことも大切。 

 
プール、校外での活動や発表会など、内容を

視覚的に伝え不安を取り除くようにする。 

参加する活動を

自分で決めること

で、安心して学習活

動に参加すること

ができる。 

ポイント！ 

 

ポイント！① 

 

ポイント！② 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 
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＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

勝ち負けを受け入れることが難しい 勝敗に対する対応方法を理解できるように 

＜手立て＞ 

負けた時の振る舞いについて学習する 

・落ち着いて話を聞くことができるように、勝負の前に「勝つこともあるが、負けることもある」ということ

を説明する。 

・負けた場合は、頑張ったことを認め合うことや、次に勝つために必要なことを話し合うことが大切であるこ

となど、どのような行動が適切であるか、一緒に確認するようにする。 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 
保健の授業において 

活動内容に見通しをもつことができず、 
座って学習に参加することが難しい 

学習の流れや内容、学習の終わりなどを知り
学習活動に見通しがもてるように 

＜手立て＞ 

① 手順や方法を視覚的に提示する ② 個別で指導を行う 

・学習内容に見通しがもてるよう、扱う内容について

動画や写真を用いて提示する。 

 

・集団での指導が難しい場合には、個別に学習を行う

機会を設定する。 

見通しをもつ 

 
学習内容が性教育や喫煙などの場合、児童生徒

によっては拒否感を示すこともある。必要に応じ

て学習の目的についての情報を提示することも

考えられる。 

 
集団での学習が難しい理由を考慮し、学習場

所や時間等も調整することも大切である。 

全力で取り組むこと

が大切であることや、次

の勝負があるというこ

とを伝えることも必要。  

 
「勝った時は相

手を励まそう」等、

前向きな言葉をか

けることで、本人

の感情の調整につ

ながる。 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 
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＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

授業の中での指示を聞き取れず 
集団の動きに合わせることが難しい 

視覚的な情報を活用し 
自分の役割が分かるように 

 
 

＜手立て＞ 

準備や役割を視覚的に明示する 

・「どこで・何をすべきなのか」が分かるように場所や活動内容を文字・イラスト等で視覚的に示す。 

 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

視覚障害により 
ボールの動きを見続けることが難しい 

聴覚の活用等、視覚以外の方法で 
状況把握ができるように 

＜手立て＞ 

① 音が出る用具を使用する ② 仲間同士で声を掛け合う方法を事前に決める 

・聴覚を使ってボールの位置を把握できるように、視

覚障害者用の音の出るボールを使う。 

・試合形式の時には、相手やボールの位置、進む方向

などについてチームメイトが情報を伝えるように

する。 

 

見る・観察する 

 
ボール以外にもゴールに鈴をつけることで得

点が入ったことを確認することもできる。 

ブラインドサッカー用のボール 

 どのような伝え方がわかりやすいのか、話
し合う時間をとる。本人から伝えることが難
しい場合は、指導者も一緒に話し合いに参加
しアドバイスをする。 

聞く・聞き取る 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 

本人の役割について、目的や活動内容を視覚
的に明示することで集団に合わせた動きを意識
することができる。 

ポイント！ 

 

指示を理解する 
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＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

周囲の状況に気をとられやすく 
道具を安全に扱うことが難しい 

落ち着いて学習に参加し 
道具を安全に扱うことができるように 

 

 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 
言葉での説明や指示だけでは 
安全に気を付けることが難しい 

説明や指示の意味を理解し 
なぜ危険なのかをイメージできるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 約束事を掲示し、随時確認できるようにする 
② 活動内容や手順等を、ＩＣＴ機器を活用して明示

する 

・安全面での約束事について、いつでも確認できるよ

うに、掲示物を作成する。 

・活動内容や操作方法、手順について、ＩＣＴ機器等

で視覚的に確認できるようにする。 

＜手立て＞ 

① 道具に印をつける ② ミシン等の速度を調整する 

・刃物などの道具を使用する際には、刃体を触らない

ように、持ち手に印をつけることで、持つ部分を意

識することができる。 

・ミシンの動きに集中できるようにミシンの速度を低

速に調整し、針先への意識付けを図る。 

家庭／技術・家庭 

道具を操作する 

指示を理解する 

 

適切な道具の使

用が事故を防ぐと

いうことを学習し、

危険認知を高める

ことにつなげてい

くことができる。 

活動前に確認すること

で意識付けすることがで

きる。活動内容によって

は、手元で確認することが

できるようにするとより

効果的である。 

 

速度を上げることで集

中が増す場合もあるので

適切な速度に調整する必

要がある。 
正しい持ち方を習

得することで安全に

取り扱う事ができる

ようになる。 

ポイント！ 

 

ポイント①！ 

 

布に視線を向けやすい

よう、線の色や太さを変え

て示すことも有効である。 

ポイント②！ 

 

聞く・聞き取る 

ポイント！ 

 

ポイント！ 
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＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

言葉や文字説明では活動内容を理解できず 
活動のポイントをつかむことが難しい 

視覚的情報を活用し 
具体的に活動のポイントを確認できるように 

 
 

＜手立て＞ 

写真や動画などを活用し、視覚的に提示する 

・本人の視点で写真を撮って活動のポイントを示す。 

・道具の操作方法を動画や画像で示す。 

・タブレット端末等を手元に置き動画や静止画で確認しながら活動する。 

 

 

イメージする・想像する 

 

聞く・聞き取る 
 

 

のこぎりの角度や体の向き、材料の固定方法など具体的なポイ

ントについて、本人の視点で撮影し、示すことで理解が深まる。 

 

教師がモデルとなり、適切な操作方法を動画などで示すよう

にすることで、活動のイメージをつかむことができる。 

初めての操作に対する心理的な不安も軽減でき、安心して活

動に取り組むことが期待できる。 

 

ミシン操作の際の手の位置や、調理実習の道具の使用方法等を

本人の視点で示すことで、ポイントを確認することができる。 

ポイント！ 

 

ポイント①！ 

 

ポイント②！ 
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＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

文字や文章による教材の理解が難しい 教材の内容が理解しやすくなるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 視覚に訴えるもので提示をする 
② 体感的に心情をもつことができるように、 

体験をとおして学習する 

・県教育委員会で作成した映像教材等を視聴する。 

例：令和元年度道徳教育映像教材紹介 

「こんにちは」でつながる世界（小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教材を読む前に、登場人物の画像やイラスト等を 

提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・役割演技をする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳 

イメージする・想像する 

 
演技前に、場面の

状況や登場人物の心
情等を教材に沿って
確認した上で演じる
とよい。確認する際
は、音声言語のみで
はなく、可視化する。 

 

物語といった教材だけでなく、個々の児童生徒の

興味や関心、生活に結び付けた具体的な題材を取り

上げ、実際的な活動をとおして道徳的実践力を身に

付けるよう指導する。 

 

 
児童生徒に特定の役割を与えて演技する場合は、

学習のねらいを踏まえ、どのような心情の理解を深
めたいのか焦点を明確にし演じる場面を選定する。 
動作化・劇化するときは具体的な場面を取り上げた
り、演じ方を明文化したりする。即興的に演じるこ
とが難しい場合は、実態に応じた困難さに対する配
慮（例：演じる内容やポイントを確認してから取り
組む）を工夫する。 

 

 

提示する登場人物
の画像を抜き出す。
背景の配慮（無地や
色合い等の工夫）を
することで、必要な
情報に注目をしやす
くなる。 
登場人物が多いと

きは、情報を精選す
る（例：場面ごとに確
認する）とよい。 

 

 
映像を見る環境を整えるこ

と（テレビとの距離や目線の
高さ、室内の明るさ等）で、
見えやすさが変わる。映像を
場面ごとに区切り、登場人物
の心情を考えたり、どのよう
な場面なのかを確認したりす
ることも有効である。 

 

 

千葉県教育委員会 

（道徳教育）の 

ホームページから、

検索できます。 

背景を暗色
にするだけで、
登場人物のカ
ードが、際立っ
て見える。 

 

  

読む・読み取る 

ポイント！ 

 

ポイント！① 

 

ポイント②！ 

 

ポイント③！ 

 

ポイント！ 

 



道徳 2 

 

 
 
 
 
 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

相手の気持ちを想像することが難しい 
相手の気持ちを想像し、 

他者の心情を理解できるように 

＜手立て＞ 

動作化、劇化する 

・具体的な場面に即した友達や教師の発言（具体的な台詞）や表情（演技・写真・絵）を取り上げる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・役割演技に複数の台詞を準備し、適切なものを選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

・遠回しな表現をせず、具体的で簡単な表現をする。 

 

 

 

 

 

イメージする・想像する 

 

発言や台詞、表情等を視覚的に提示することで、内容を確認したり考えるためのヒントとして活用した
りする。その際、表情や心情等イメージしにくいものは、絵や写真を提示したり、具体的な動作を取り入
れたりするなど、児童生徒の困難さの状態に応じた指導方法を工夫する。 

取り上げる場面は、児童生徒の興味や関心、生活に結び付けた具体的なものがよい。 

 

 

 

抽象的な表現から意味や意図を捉えるのが難しい

場合は、より具体的な表現に言い換えたり、視覚的に

確認できるようにしたりする。暗黙のルールについて

も、理解していることを前提とせず、学級のルールと

して視覚的な提示等をしながら具体的に伝える。 

 

 

提示する台詞は、児童生徒がイメージしやす

い、具体的で身近な言葉を用いる。言葉だけでは

場面や心情をイメージしにくい場合は、その台詞

に関連する絵や写真等を併せて提示するとよい。 

取り上げた教材や演じる場面で、ねらいに沿っ

て児童生徒の考えを深めたいことに焦点を絞り、

台詞を選定する。 

（例）友達がお腹を痛そうにしている。 

 

 

 

□「大丈夫？」 

□「どこか痛いの？」 

□「保健室に行く？」 

 
□「ありがとう。」 

□「うるさい。」 

夜遅い時間に使うことはやめましょう。 

 
 ・段差があると、一人じゃ進めないなぁ。 

・ガタガタするのも嫌だなぁ。 

・段差があるときは、 

ガタガタしないように 

ゆっくり持ち上げよう。 

（例）車椅子を使う人の気持ちを考えて、どのように行動すれば良いか考える。 

【内容項目】小学校第５学年及び第６学年Ｂ 主として人との関わりに関すること 

（７）誰にでも思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にすること相手の

ことを思いやり、進んで親切にすること。＜親切、思いやり＞ 

【ねらい】車椅子を実際に体験し、どのように行動するか考えることができる。 

【学習内容】［車椅子に乗る］役と［車椅子を押す］役の両方の立場を演じる。 

（例）タブレットの使い方について伝える。 

タブレットを使うのは…、 

・お風呂の時間までにしましょう。 

・夜の８時までにしましょう。 

 

 

 遅い時間？夜中の１２時くらいかな。 

 

取り上げる具体
的な場面で、児童生
徒がどのような道
徳的価値（内容項
目）について考えを
深めていくのか、ね
らいを焦点化し、学
習内容を選定する。 

心情を理解する 

ポイント①！ 

 

ポイント②！ 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 



総合 1 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

何から調べてよいか分からない 

調べた内容をまとめることが難しい 

必要な情報を整理し、まとめる手順や方法を 

理解することができるように 
 

＜手立て＞ 

手順表、チェックシートなどで取り組み方を明確化する 

・手順表や調べる項目を記したチェックシートなどを用意して提示する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

学習の振り返りをすることが難しい 学習した場面を想起しやすいように 

 
 

＜手立て＞ 

学習したことを写真などのデータで振り返る 

・学習した内容を、写真で提示し、思い出すことができるようにする。 

・活動日ごとに学習した内容を記録、保存しておき、振り返りの際に活用する。 

総合的な学習の時間 

イメージする・想像する 

「〇〇について調べて

まとめよう」と指示さ

れ、何をどうしてよいか

分からない児童生徒は

多い。そのような時は、

手順や方法について明

確化できる手段がある

とよい。 

  
手順表は児童生徒の実態に応じて黒板に貼

り出したり、手元に置けるサイズのものを準
備したりするとよい。ＩＣＴ機器を用いて提
示する方法も効果的である。 

記録の方法は、文章・写真・

音声など、本人が思い出しや

すい方法で行う。 

あらかじめチェックシー

トなどを用意しておき、記録

しやすくする工夫も効果的

である。 学習活動の間隔が空いたり、不定期に行ったり

するような活動では、前回行ったことを思い出す

ことが難しいことや、活動全体を振り返ることが

困難な場合がある。 

ポイント！ 

 

ポイント！ 

 



総合 2 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

必要な情報を見つけ出すことが難しい 調べた情報を取捨選択できるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 調べるためのポイントを示す ② 様々な情報を「見える化」する 

・本人に合った調べ方ができるように、様々な方法を

提示する。 

・調べるポイントに気付きにくいときは、あらかじめ

キーワードを絞って提示する。 

 

・調べたことを付箋に書き、模造紙に貼って整理する。 

 
 
 

見る・観察する 

項目ごとに分けられるように枠を用意してお

くと、より整理しやすくなる。 

ポイント！ 

 

イメージする・想像する 

一人での活動が難しいときは、友達と一緒に調

べ学習を進めることで、ポイントをつかむことが

できる場合もある。 

ポイント！ 

 



特別活動 1 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

相手の心情を察したり 
理解したりすることが難しい 

他者の心情等を理解しやすいように 

 
 

＜手立て＞ 

① ロールプレイングを取り入れる ② イラスト等を活用して視覚的に表す 

・役割を交代することで、相手の気持ちを考えたり、

立場による考え方の違いに気付いたりしやすい場

面を設定する。 

・身近に起こりそうな問題をワークシートにし、場面

を客観的に確認することで他者の心情に気付くこ

とができる。 

＜手立て＞ 

③ 気持ちを視覚的に示す 

・表情のイラストを用いて、気持ちの度合い「少し怒っている・とても怒っている」などを視覚的に捉えやす
いようする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別活動 

心情を理解する 

 
活動するグループを工

夫し、安心して活動に参
加できるようにする。 
 

  
グループ内の友達と良

い関わりを通して、相手
の気持ちに気付くように
する。 

 

 

 
状況を表したイラストの吹き出しに心情を入れて

いくことで、両方の感情に気付くことができる。 

 怒りの程度等、分かりにくい場合には 

表情のカードと共に、数値化することでよ

り理解しやすくなる。 

（例）・普通⇒＜０＞  

・怒っている⇒＜５＞ 

・とても怒っている⇒＜１０＞ 

 
状況が分かりやすい場面を設定

し、場面の理解と相手の気持ちを考
えるワークシートを活用することも
有効である。 

ポイント①！ 

 

ポイント②！ 

 ポイント！ 

 

ポイント①！ 

 

ポイント②！ 

 



特別活動 2 

 

 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

話を最後まで聞いて答えることが難しい 
発言するためのルールや 

タイミングが理解できるように 

 
 

＜手立て＞ 

発言や質問するタイミング等について、具体的に伝え、視覚的に表示する 

 

 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

学校行事における不安感から 
参加することが難しい 

学校行事について見通しをもち 
積極的に参加できるように 

 
 

＜手立て＞ 

① 見通しをもつことができるようにする 
② 興味をもって取り組むことができるような活動を

用意する 

  

話す・聞く 

見通しをもつ 

 
「手を挙げて発表しよう」等、

ルールを学級全体で確認し、イラ
スト等を用いて掲示する。 

 
映像や写真などを使って

活動のねらいや内容を事前
に伝える。 

 
リハーサルをして事前に活動内容を伝える

ことで、当日の予測ができるようにする。 

 
参加できそうな活動を自

分で選ぶようにする。 

  
得意なことが発揮で

きる役割を作るなど、
興味のある活動を部分
的に入れる。 

相性等を考慮し
て、グルーピング
する。 

ポイント！ 

 

ポイント①！ 

 

ポイント②！ 

 

ポイント③！ 

 

ポイント①！ 

 

ポイント②！ 

 



特別活動 3 

 

 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

学級内の問題を 
自分事として捉えることが難しい 

問題となる場面を視覚的に捉えられるように 

 
 

＜手立て＞ 

課題となる場面を視覚的に示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

学級会の進め方を理解することが難しい 
学級会の流れやルールを知り 

進め方をイメージすることができるように 

 
 

＜手立て＞ 

基本的な進め方を具体的に示すようにする 

 

イメージする・想像する 

 
問題の場面をビデオに撮ったものを

客観的に観ることで、問題点に気付く
ことができる。 

 
児童生徒の授業中の

姿勢など、写真に撮っ
て示し、好事例として
紹介することで意識す
ることができる。 

 
想定される質問などについ

てのやり取りを準備し、事前
に練習しておく。 

 
具体的な言葉を含めた

シナリオを準備する。 

ポイント①！ 

 

ポイント②！ 

 

ポイント①！ 

 

ポイント②！ 

 



特別活動 4 

 

 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

自分の考えを決めたり 
文章にまとめたりすることが難しい 

課題を理解し 
自分の考えを決定できるように 

 
 

＜手立て＞ 

選択肢の中から自分の考えに近いものを選ぶ 

 

 

気持ちを表現する 

 
いくつかの候補を示し、その中から選ぶ。

自分の考えと近いものを選択することが難し
い場合は、自分の考えとは違うものを選択肢
から外すことができるよう、選択肢には正反
対のものも入れておくようにする。 

ポイント！ 

 



教室環境 1 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

日課や授業の活動内容に 
見通しがもてずに不安感がある 

１日の学習予定や授業の流れ等 
学習活動の見通しがもてるように 

 

＜手立て＞ 

① １日の学習予定を掲示する ② 1時間の流れを視覚化する 

  

 
 
 
 

＜困難さ＞ ＜指導の工夫の意図＞ 

掲示物や周囲の音が気になり 
集中することが難しい 

刺激を調整し学習活動に集中できるように 

 

＜手立て＞ 

① 掲示物の配慮 ② 座席の配慮 ③ 音に対する配慮 

・教室前面の掲示物を整

理して、刺激を少なく

する。 

・必要な掲示は可能であ

れば側面に移動する。 

 

・外の様子が気になって

しまう児童生徒は、廊

下側に座席を用意した

り、窓側の場合はカー

テンを閉めたりする。 

・空調の影響を受けやす

い児童生徒は、エアコ

ンの風向きを考慮した

座席を考える。 

・緊張によりトイレにい

く回数が多い児童生徒

は、廊下に出やすい場

所に座席を用意する。 

・椅子や机の脚に

カバーなどを

つけ、音の刺激

の軽減をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室環境を整えよう 

状況の把握をする 

刺激の調整をする 

①もんだいをとく。 

②まるつけをする。 

③せんせいにだす。 

 

残り時間が一目で分か

るタイマーを活用する。 

 

電子黒板を活用

し、タイムリーな

掲示物として活用

する。 

 
・業間休みや昼休みの行事 
・教室移動の有無 
・給食の献立や掃除場所  
・下校の時間 等 
表示できるとよい。 

 

聴覚過敏の場合は、イヤー

マフや耳栓を使用すること

も有効である。その際は本人

や保護者の気持ちを確認し

ながら使う場面を一緒に決

めることが大切である。 

 

刺激の少ない教室前面 

ポイント！ 

 

ポイント！① 

 

ポイント！② 

 

ポイント！ 

 

ポイント！ 
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